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多様な外国語教育を基盤とした日本型グローバル人材の育成を目指す 
──高等学校の複数外国語必修化に向けたJALP提言の意義と今後の課題── 

 
臼山 利信（筑波大学） 

 
1．学校教育の目的 
◎すべての教科・科目による教育が有機的に相互作用しながら，現代社会に適した，児童・生
徒の豊かな人間性と社会性を育むこと。教育基本法に基づく学校教育の根本精神 

豊かな人間性と社会性の育成＝人間として調和のとれた育成 
 

図１ 現代社会の豊かな人間性・社会性を育む教育課程の基本構造 
 

創造的問題解決能力 
 国内外の難題に果敢に挑み続け，解決の糸口を見出し， 
現実の社会で問題解決に向けて行動する総合的な力 

極めて高度な能力！ 
 
       不確実性・不透明性の時代    果たして本当に身に付くのか？ 
        と社会のニーズが背景     おそらく十分ではない！ 
 

課題・問題解決力 
（自律的学習力） 

（社会，理科，総合的な学習） 
 
 
 

基礎的なスキル 
（読み，書き，計算，コンピューターリテラシー） 
（国語，数学，外国語，情報） 

 
 

健康の保持・増進 感性と創造性 道徳的な価値・態度 

（体育，保健，音楽，美術，道徳，特別活動） 
 

作成：臼山 利信（加藤 幸次（1999）を基づき、改良・発展させた） 
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2．創造的問題解決能力とは？ 
 

図2 現代社会の特徴 
 

現代社会の非常に厳しい現実とその現実を乗り越える必要性 

 
      ①国内外のあるゆる関係が多様で複雑、かつ不透明で不安定な社会 
      ②個人、国内社会、国際社会の諸関係において非常に高度な利害調整力（交渉力）

が求められる社会 ⇒ 逞しくしなやかに生きていくための最重要の能力の一つ 
      ③個人益、組織益、社会益、自国益、他国益、人類益の衝突を高度な利害調整力

によって未然に回避し、Win-Win関係（互恵関係、共栄関係）の志向が強く求
められる社会 

 
 
  
 国内問題：経済危機（長期債務の膨張、産業の空洞化、企業の競争力の低下、若者の失業率）、

少子高齢化（出生率の低下、高齢者医療、年金保証）、学力の低下、科学技術力
の低下、環境問題（震災、原発事故）など 

 対外問題：環境問題（黄砂、微小粒子状物質（PM2.5））、防衛・外交問題（領土問題など
を巡る軍事的緊張）、エネルギー資源問題、貿易問題（環太平洋経済連携協定（Ｔ
ＰＰ））、経済問題（産業の空洞化によるハイテク技術の流出）など 

 地球全体：地域戦争・紛争、環境問題、人口問題、エネルギー資源問題、水不足問題、食料
問題、人権問題、貧困の問題、治安の問題など 

 
 

作成：臼山 利信 
 
創造的問題解決能力 ⇒ 特定の行き詰まった状況を打ち破る力 
            ＝ブレイクスルー能力： 
             現状を打破し、未来像を描き、具現化する力 
            「閉じた全体ではなく、開いた部分」として機能する力 
             いかなる変化や困難にも応戦し、対応し続ける力 
 
創造的問題解決能力の基盤となる構成要素： 
    ①精神活動の総体（全ての能力の根幹であり，他の全ての基盤を司る） 
    ②経験の総体（コミュニケーション・社会活動） 
    ③知識の総体（一般的知識・専門的知識） 
    ④技能の総体（言語能力・数理的能力・情報リテラシー） 
    ⑤人間としての身体（主体としての存在） 
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図3 創造的問題解決能力の基盤を支える構成要素間の関係 
 
 
 

 経験の総体  

 
コミュニケーション 

（自己と他者との相互作用） 
広い意味での社会活動 

 

 言語活動  
  

 
 

 
 

 

   相互作用 精神活動の総体     相互作用 
 理性 情動  

 
現状分析・評価 
批判的思考 
論理的思考 

意思 
意志・思想・理念 

決断 

 
 

 
 
 

言語活動 
人間としての身体  

   
知識の総体  技能の総体 

一般的知識 専門的知識 
 
 

相互作用 

言語能力 
（母語と外国語） 
数理的能力 
情報リテラシー 

言語活動  言語活動 
 

 
作成：臼山 利信 

 
創造的問題解決能力の発現 ⇒ 個々の知識・技能・経験を総動員して有機的に結び

つけて応用しながら、問題の所在を分析・評価し、
問題解決の糸口と道筋を見つけ出す作業（極めて高
次元の思考）＋その道筋に沿った行動・活動 

                        より重要性が高い！ 
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3．グローバル時代の外国語教育とは？ 
 

 グローバル社会 ⇒ 現代の国際社会を形成する国・地域があらゆる領域で相互依
存性と相互関係性を相対的に強め、トランスボーダー化し、
複雑化した社会（同時に一定のローカル閉鎖社会を内包） 

           日本はグローバル社会の一員であり、主導的国家 
 
 グローバル人材 ⇒ 国家間であれ、地域社会であれ、様々な組織の内部であれ、

複雑で深刻な利害の衝突や対立に怯まず、決して屈すること
なくどこまでもベストを尽くす叡智の交渉力と粘り強い行
動によって自他ともの共存共栄を目指すことのできる者で
あり、寛容の心を持ち、人間や文化の多様性を極限まで尊重
できる者（同時に優れたローカル人材） 

 

 外国語教育の目的⇒ 子供たちの、多様性と他者を尊重する豊かな人格形成と、良
識ある有為な社会人としての自己実現を後押し、グローバル
社会の中で逞しく生きていく力の育成に寄与すること 

 

社会の要請：子供たちの創造的問題解決能力を育成・伸長する外国語教育 

＝グローバル社会・グローカル社会を逞しく心豊に生きていくための多様な外国語教育 

 

図4 外国語教育の潮流の変化 
 

 蘭学（江戸期）→ 洋学（幕末・開国期）→ 英学（明治期）→ 米学（戦後昭和期） 
  オランダ語    英語・ドイツ語・フランス語      英語          英語（米語）  

ボーダーが存在した時代 
 

       グローバルスタディー（平成期＝トランスボーダー時代） 
     グローバル言語・グローカル言語としての英語 
      ＋現地語（高校教育で7言語【アラビア語、韓国・朝鮮語、スペイン語、中国語、ドイツ語 

           フランス語、ロシア語】の選択必修化提唱） JALP提言 
 

 

 

作成：臼山 利信 
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図5 外国語教育の機能構造的転換 

受信型外国語（英語）教育 → 発信型外国語（英語）教育 → 交信型外国語（英語）教育 
作成：臼山 利信 

 

①オーディオリンガルアプローチ（ＡL）⇒文法・語彙の習得「わかる」 

②コミュニカティブアプローチ（ＣＡ）⇒文法・語彙の習得＋コミュニケーション「わかる」「できる」 

→ 交信型外国語（英語and/or現地語）教育の時代： 

高等学校の複数外国語必修化に向けたJALP提言の意義① 
③ソーシャルネットワーキングアプローチ（SNA）：當作靖彦（2013）、TJF『学習のめやす』（2012） 

   ⇒ 文法・語彙の習得＋コミュニケーション＋社会活動との連動「わかる」「できる」「つながる」 

④次世代の外国語教育アプローチ：クリエイティブスィンキングアプローチ 

   グローバルリーダー育成のための教授法（スーパーグローバルハイスクール・大学・大学院） 

   ⇒ 文法・語彙の習得＋コミュニケーション＋社会活動との連動＋高次元の思考活動 

「わかる」「できる」「つながる」「考え、創る」 
 

 

図6 外国語教育における学習目標の基本構造と教授法 
 

    生徒                             教師 
     能動的                             助言的 

   社会とのつながりを意識した 
  異文化理解教育・多文化共生教育 
  （課題・問題解決学習） 

 
     低             学習の習熟度                 高 

  
  外国語教育 
  （スキル学習） 

     受動的                             指導的 
                 AL          CA           SNA         CTA 
 

作成：臼山 利信（加藤 幸次（1999）を基づき、改良・発展させた） 

 



3rd Annual JALT OLE SIG Conference, 2014 年 9 月 27 日（土）, 神田外語大学 

 

 6 

4．グローバル社会に対応した教育基本法の改定の必要性 
 
グローバル教育 ⇒ 日本と世界の調和ある発展と繁栄に尽力する態度を養う教育 
        日本型グローバル人材：国益と人類益の両立を目指す人材の育成 
 
外国語教育   ⇒ 国益と人類益の両立を目指すグローバル教育 
          の一助としての外国語教育の必要性： 

高等学校の複数外国語必修化に向けたJALP提言の意義② 
 
5．不十分だった言語教育政策施策におけるアドボカシー 
 アドボカシー：特定の政策を実現することを目指し、政策立案組織やその政策決定に大きな影響力の
ある人物・機関に働きかけを行なうこと 
◎これまで数多くの外国語教育者、外国語教育研究者、外国語教育関連学会・組織などが、学習指導要
領の「外国語」の内容をめぐって多様な外国語教育の推進を提言してきた。しかし、その提言活動が、
多くの場合、論考や研究会や学会発表での学術的な発言、学会組織等による宣言的行為、教育組織によ
る陳情的行為に留まっていた感が否めない。そうした提言の内容や外国語教育改革案としてのインパク
トが政府・文科省の言語教育政策立案組織に十分に伝わらなかった。（アドボカシー文化の未成熟） 
◎世界情勢の多極化・複雑化に伴って、日本は、英語圏世界はもとより、非英語圏世界との相互関係性・
相互依存性を顕著に高めており、多様な外国語教育の推進は時代と社会の要請である。 
 
 
6．外国語教育政策アドボカシーの対象となる組織・機関はどこか？ 
 

                         図１ 公的なアドボカシーのトライアングル 

 
                                首相官邸 

                                        教育再生実行会議 
                               自由民主党 
                                        教育再生実行本部 

 
          政策提言                       政策提言 
                  一体化傾向 

 
 
       財界組織                   文部科学省・大臣 
  日本経済団体連合会と経済同友会                         初等中等教育局 
   政府・政党への圧力団体    政策提言             中央審議会 
 
 

 

作成：臼山 利信 
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※当該基調講演の内容は，平成 26 年度科学研究費補助金（基盤研究（C），課題番号：25370462）の研究成果の一

部である。 

 

多様な外国語教育を基盤とした日本型グローバル人材の育成を目指す 

──高等学校の複数外国語必修化に向けたJALP提言の意義と今後の課題── 

【講演要旨】 
 

臼山 利信（筑波大学） 

 

 日本の子供たちにとって、外国語の運用能力は、多様で複雑なグローバル社会・グローカ

ル社会を価値的に生きていくための必要・不可欠なスキルであり、日本と世界の調和、持続

可能な日本社会の構築に直接・間接に関わり寄与し得る最も大切な能力の一つである。本年

２月に公表された日本言語政策学会多言語教育推進研究会による『グローバル人材育成のた

めの外国語教育政策に関する提言─高等学校における複数外国語必修化に向けて─』は、ま

さに時宜にかなった教育政策に関するアドボカシーだと言える。 

 本報告では、JALP提言、外国語教育政策アドボカシー、創造的問題解決能力、グローバル

教育、教育基本法などをキーワードとして日本の学校教育における多様な外国語教育の必要

性とその実現に向けた課題について検討する。 


